
1

豊田市矢作川研究所　月報
◆矢作川流域のウスバアゲハの分布と食餌植物、
　シカの関係
◆みんなで作る学校の森
　　　　～  （仮）第 2浄水小学校の森しらべ ～
◆矢作川でふ化したアユ仔魚は増水を待っている？
◆矢作川のアメリカナマズ減少中？
◆特定外来生物カワヒバリガイの最新情報
◆水田を抱える調整池の水質と浄化法の検討
◆「枝下用水を生きる」　農家の日記を通して見えて
　きた高度経済成長期の豊田市の特徴的な農家経営
◆第 18回豊田市矢作川研究所シンポジウムを
　開催しました
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　Rio161号で、矢作川流域のウスバアゲハ（別名ウスバ
シロチョウ）は、かつて分布拡大していましたが、現在は
縮小傾向と推察されたこと、その過去の分布拡大要因と
して、流域の広域事業など人間活動による生息環境の変
化と関連があることをお伝えしました。その後も継続して
調査をしていますが、今回は新たに食餌植物とシカ害に
ついてご報告します。
　本種の幼虫は、ムラサキケマンとジロボウエンゴサク
などのケマンソウ類を食べます。地域的には、北海道で
エゾエンゴサクを食べることはわかっていますが、各地方
で何を食べているかははっきりしていません。矢作川流
域では稲武地区の黒田町と野入町でムラサキケマンを食
べていた記録がありますが、その他は不明でした。しか
し2012年野原町の調査の際、愛知県では初めてジロボ
ウエンゴサクを食べる幼虫を発見しました（図1）。付近に
はジロボウエンゴサクに混じってムラサキケマンも多数繁
茂していましたが、この幼虫以外に発見することは出来ま
せんでした。両植物は近縁ですが、矢作川流域の分
布状況は異なっているようです。この分布の相違と
両植物に対するウスバアゲハの嗜好性の違いなどが、
ウスバアゲハの分布に影響を及ぼしている可能性も
捨てきれません。ウスバアゲハの分布動態を調べる
ためには、この餌となる植物の分布も視野に入れる
必要がありそうです。
　本種は、1980年代から90年代にかけて分布拡
大し、近年は分布が縮小傾向にあることを示しま
した。この縮小傾向がある地域のうち下流域（南
西地域）では、冷涼気候に適応している本種が
温暖化によって分布が縮小した可能性があります。
一方で岐阜県や長野県との県境や豊川、天竜川と
の流域界である山地では、記録できない箇所がい

くつか見られ、かつての多産地域のいくつかの地点で、
生息個体数が極めて減少している様子がうかがえました。
この地域は現在も生息に適した冷涼なままなので、温暖
化とは別の理由を考えなくてはなりません。近畿地方の
一部では、ウスバアゲハの餌がシカの食害を受け、ウス
バアゲハが減少したそうです。そこで、矢作川流域での
草食のシカの分布はどのように変化しているかを調べま
した。環境省は、定期的に自然環境保全基礎調査を実
施していますが、その第 2回（1978-79 年）と第 6回
（2000-03年）のシカ分布状況を調べたところ、その間
に矢作川上流域にシカが広く分布拡大していることがわ
かりました。しかもそのシカの拡大地域の中にウスバア
ゲハの分布縮小地域が含まれることがわかりました（図
2）。矢作川流域ではシカによるケマンソウ類の食害は調
べられていません。今後はその点も気をつけて調査を進
めていかなくてはいけないだろうと考えています。

（間野隆裕、総括研究員）

矢作川流域のウスバアゲハの分布と食餌植物、シカの関係
　

図2：ウスバアゲハの生息地域とニホンジカの分布拡大状況

 　 ：1978-79年の調査では未確認で2000-03年の調査で確認されたエリア『愛知
　　  県（2007）H17愛知県特定鳥獣保護管理計画（ニホンジカ）』より引用改変 
　　（出典：第2回（1978-79年）及び第6回（2000-03年）自然環境保全基礎調査、
　　  環境省） 

●：2011・12年の調査確認地・
　  追加聞取確認地点
●：田中（2006）掲載地点
×：2011・12年の未確認地点

○矢作川流域のウスバアゲハの幼虫は、ムラサキケマンのほかジロボウエンゴサクも食べることが新たにわかりました。
○ウスバアゲハの上流域での分布縮小に、シカの分布拡大が関係している可能性があります。

図1：ジロボウエンゴサクを食べる
ウスバアゲハの幼虫 2012 年 4月
18日豊田市野原町
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　当研究所ではこれまでに自生種を生かした公共空間
の緑化や緑地管理についての提案を行ってきました。
豊田市の浄水地区では急激な人口増加により小学校が
新設されることになりましたが（仮称・第２浄水小学
校）、この小学校は矢作川の 2次支川伊保川右岸の樹
林を伐採して造成されるため（図 1）、残る林の整備
と活用、自生種による造成部分の緑地回復をお手伝い

することになりました。こ
こは市内で初めての地域共
働型学校づくりの実践地で、
校舎・外構の設計や地域と
の連携体制とあわせ、学校
の森づくりについて市の教
育行政課、地域住民の皆さ
ん、建築事務所、名古屋市
大の研究室、矢作川研究所
ほかで構成されるワーク
ショップ形式で協議が行わ
れてきました。　

　造成前に現地を見たところ、常緑広葉樹のツブラジ
イ、針葉樹のヒノキ、落葉広葉樹のコナラ等が混生し
ていました。学校の森のコンセプトを「学びと遊びと
癒しの場」とし、現在豊田の市街地に残存している林
の樹種組成も参考にして、かつての里山をイメージし
た落葉広葉樹主体の、若く明るく生き物が豊かな林（環
境教育に適し管理・利用しやすく、病害に強く防犯上
都合がいい）をめざすことを提案しました。そして具
体的な森づくりの手順を決めていくため、地域の親子
の皆さん100人以上の参加により残地林の林分調査を
2回実施しました（図 2）。20m× 60mの調査枠内で、
樹高 1.3 ｍ以上の 493 本の樹木の樹種と幹の胸高直径
を記録し、胸高直径から求める胸高断面積を樹種ごと
に算出しました（各樹種
の林内での優占度が分か
ります）。また樹種と幹直
径の異なる 35 本の樹木
を選んで､ 検測棹と目視
による樹高測定を行いま
した。

　枠内ではヒノキが本数の 20％、胸高断面積比の
60％と最も多くを占めており、次に多かったのがツ
ブラジイで本数の 16％、胸高断面積比の 27％を占め
ていました。ヒノキや極相種 *であるツブラジイが多
いのは、こうした樹木がよく植えられる神社の隣であ
るためと考えられ、目標としている若く明るく生き物
が豊かな落葉広葉樹林へ移行させるのには時間がかか
ると考えられました。35 本の樹木の幹直径と樹高の
間には高い相関があったため（図 3）、幹直径からす
べての樹木の高さを計算したところ、一番多いヒノキ
のほとんどは樹高 10 ～ 22 ｍで、ツブラジイは高木
から低木までサイズがそろっており、コナラの樹高は
12～ 22 ｍ、その他の落葉樹の樹高は 12ｍ未満であ
ることが分かりました（図 4）。樹高 2ｍ未満の常緑
低木が多く、全体の 2割近くを占めていました。ま
た、ヒノキの立ち枯れ木が大量にありました。こうし
た結果に基づき、まずヒノキの立ち枯れ木や簡単に伐
れる常緑低木の伐採から始め、林内を明るくしていっ
て、落葉広葉
樹や、今は殆
どない草が育
つような環境
を徐々に作っ
ていくことを
提案しました。
（洲崎　燈子、
主任研究員）

みんなで作る学校の森　～ （仮）第2浄水小学校の森しらべ ～
　

○新しくできる小学校の残地林を整備・活用するため、地域の皆さんと林分調査を実施しました。
○常緑のヒノキやツブラジイが多く、目標としている明るい落葉広葉樹林へ移行させるのには時間がかかると
考えられましたが、ヒノキの立ち枯れ木や常緑低木の伐採から始めて林内を明るくし、落葉広葉樹や草が育
つ環境を徐々に作っていくことを提案しました。

図1  （仮）第 2浄水小学校の造成
予定地（東畑建築事務所作製の図
を一部改変）

図 2　林分調査風景（2012. 9. 1）

図 3　調査区内の樹木の幹直径と樹高の関係

図 4　調査区内の樹木の樹高

*極相種…その地域
で気象等の条件に
より最終的に成立
する植生の構成種
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　矢作川では、毎年ふ化直後のアユの流下状況を週に
1回の頻度（2002年までは10日に1回の頻度）で夜
間に観測しています。アユの産卵場は矢作川本流では
河口から30-33㎞の範囲に形成されているようですので、
感潮域になる少し上流の米津橋付近（河口より10.6㎞
上流）で調査することで、海域へ到達するアユ仔魚の
状況を把握できます。調査を開始して間もない1997年
に 24時間の連続調査を行った結果、ここでは深夜を
ピークに下ることが明らかとなりました。今年度15年
ぶりにこの24時間の連続観測を実施しましたが、図１
のようにやはり深夜
を中心とした夜間に
流下のピークのある
ことが分かります。
　図2には2012年
のアユ仔魚流下量
の季節変化を示しました。矢作川では、例年10月上旬
に産卵が始まり、仔魚の流下量は10月の中旬から12
月下旬にかけてみられますが、そのピークは年によって
大きなばらつきがあります。注目したいのが、赤の矢印
で示した部分です。2012年は10月23日の夜から24
日の朝にかけて雨の中での調査となり、調査の最中に水
位が61㎝上昇しました。この日に採集されたアユの数
は、ネットが濾した水1㎥当りに換算して3.2 尾とその
1週間前の調査時の29倍、1週間後の調査よりも7倍
多い数となっています。興味深いことに、増水時には河
川流量が大幅に増すので仔魚の密度そのものは薄まる
可能性も考えられましたが、実際は逆に大幅に増える結
果となっています。
　実は、同様の現象は過去にも確認されています。図3
は 2002年の結果です。この年は仔魚の流下が本格化
する11月以降に際だって雨が少なく、調査でも11月
末時点でまとまった数の流下は確認されていませんで
した。12月に入って最初の調査（4日夜～5日朝に実施）
が雨による増水のタイミングと重なり、5日の未明にか
けて水位が65㎝上昇しました。この時に採集された仔

魚の密度は1㎥あたり44.2 尾と極めて高くなっていま
した。しかも河川流量も大幅に増加しているので、この
1晚だけで、延べ9回にわたる2002年の調査で流下し
たと推定された合計仔魚数の96％が流下したと見積も
られました。
　過去のデータを参照すると、こうした増水と対応した
現象は起きない場合もありますし、逆に増水でなくても
流下の多い場合もあります。アユ仔魚の流下にはそのと
きの流況や時期も関係する可能性があり、今後さらに解
析を続けていきます。天然アユの保護のための調査で
はありますが、このような「不思議な生態現象」も記録
していきたいと思います。

（山本敏哉、主任研究員）

矢作川でふ化したアユ仔魚は増水を待っている？
　

○ 2012 年の秋には 10 月下旬に最初のアユ仔魚流下量のピークがみられ、そのタイミングは降水による 60cm
程度の水位の上昇と一致していました。
○増水によって単位水量当たりに流下する仔魚の密度は低下すると思われたのですが、実際は逆に 1週間前の
調査時の 29 倍、1週間後の調査時の 7倍に達する密度となっていました。
○過去にも、2002 年 12 月に増水と対応した流下のピークが明瞭にみられており、増水時の 1回の調査だけ
で 2002 年の延べ 9回にわたる調査で採集されたアユ仔魚数の 96％を占めていると見積もられました。今後、
アユ仔魚の流下パターンと増水との関係に注目していきます。

調査に用いた流下ネット

図 1　ふ化仔魚の流下密度の日周変化（2012 年 11 月 13 日～ 14 日観測）

図 3　水位とアユの仔魚流下密度の季節変化（2002 年）

図 2　水位とアユの仔魚流下密度の季節変化（2012 年）
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　アメリカナマズ（チャネルキャットフィッシュ、図1）
は外来生物法によって特定外来生物に指定されていて、
自然水域で生息が確認された関東地方では、漁業にお
ける混獲や漁網への混入による漁獲対象種の食害など
甚大な漁業被害を及ぼしています。矢作川では2005
年に初確認された後、市民団体の矢作川水族館が矢作
川漁協の協力を得て精力的に調査した結果、多数の大
型～小型個体が捕獲され、さらには産卵後とみられる
個体までもが確認されたことから、既に本種は矢作川に
定着していると考えられました。当研究所ではこの調査
を引き継ぎ、駆除方法立案の前段階として本種の矢作
川における基礎的な生態情報を明らかにするために生
息状況を調査しました。

　調査は過去の調査方法を参考にして、阿摺・越戸両
ダム直下の淵※1）および越戸ダム湖を主な調査地点とし、
延
はえなわ

縄・釣り・トラップ（袋網やカゴ網）による捕獲を試
みました。捕獲個体は、全長・体重を計測した後、開
腹して胃内容物の記録・生殖腺重量の測定を行ないま
した。今回は今年度の調査結果と矢作川水族館の調査
記録の中から本種の生息状況についてわかってきたこと
を報告します。
　2012年度はこれまでと比べて調査回数が2～ 3倍と
なりましたが、捕獲個体数は昨年度と同程度でした。捕
獲効率（調査1回あたりの捕獲数）を比較してみると、
全ての調査地点で2010年度から2012年度にかけて減
少していました（図2）。また調査中に目視観測した本

種の遊泳個体数も、2010 年度は 22個体に対し2012
年度では0個体と大幅に減少しました。さらに釣り人
からの聞き取りやインターネット検索による情報収集で
は、多くの方々から「最近は釣れた話を聞かなくなった」
という声が聞かれました。捕獲方法のほとんどは延縄・
釣りによるものですが、これまで捕獲例のないトラップ
では本種と同じ体型のギギが混入したことから、設置す
る時期や場所によっては小型個体の捕獲が期待されま
す。少ないながらもこれまで得られたデータをもとに本
種の生活史を推察してみると、捕獲の集中した5～ 6
月と9～11月は活発な活動期間で、生殖腺重量から算
出した成熟度の季節変化と矢作川の水温変化から矢作
川での産卵期は6～ 8月頃になると思われます。
　これまでの調査結果から、矢作川における本種の生
活パターンの概要、そして現時点では生息数が減少し
ている可能性が見えてきました。しかしながら、聞き取
りの中で「今年も大きいの釣ったよ」という声も僅かに
あり、まだ矢作川のどこかで本種が大手（尾びれ？）を
振って増殖を続けているかもしれません。本種の矢作
川での生態については、今後も調査が必要です。捕獲
情報も随時募集していますので、本種を釣った際には当
研究所までご連絡をお願いします。

（山本大輔、研究員）

矢作川のアメリカナマズ減少中？
　

○矢作川で生息が確認されている特定外来生物アメリカナマズの効果的な駆除方法を考案するために、生息状
況の調査をしています。
○現在はアメリカナマズの生息数が減少している可能性があります。
○ 5月頃から釣れ始めますので、釣った際には情報をお寄せください。
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図 2　捕獲効率の変化

図 1　アメリカナマズ（チャネルキャットフィッシュ） ※ 1）　阿摺・越戸両ダム直下の淵付近は立ち入り禁止区域で、両ダム堰堤
下流 200mは禁漁区です。
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　矢作川では2005年、2006年に特定外来生物カワヒ
バリガイが大発生しました。その後、大発生は起きて
いませんが、川底の石裏にちょこんと付着している様は、
なじみの顔となりました。
　研究所ではカワヒバリガイのモニタリングを継続して
います（Rio150 号参照）。幼生の調査は、矢作第二ダ
ムの水が本流に流れ込んだ池島と越戸ダム下流の古鼡
の2箇所で、幼生が発生しやすい水温20℃を超える7
月から9月の間、週に1回の頻度で実施しています。
　2010 年は 8回の調査のうち、幼生が確認できたの
は古鼡の1回のみで、出現量は河川水1㎥あたり20個
体と少ないものでした（図1）。2011年は11回調査を
実施したうち、古鼡で2回、池島で4回確認しました。
出現量は池島で多く、1000個体を確認しました。2012
年は11回調査のうち、両地点ともほとんどの調査日に
確認しました。出現量は池島で多く、約1000個体が確
認されました。2010 年、2011年と幼生の発生は小康
状態でしたが、2012年夏には多くの発生があったこと
がわかりました。
　2010年から2012年の幼生の出現量と出水状況（高
橋の水位変動）を重ねると、大きな出水がほとんどなかっ
た2012年は、幼生の出現頻度、出現量ともに高く、反
対に夏場に大きな出水があった年は幼生の出現頻度が

少なくなっています。しかし、2011年は大きな出水が
3度もあり、幼生の出現頻度は少ないですが、出現量は
出水と出水の間に大きなピークが確認されています。
　幼生の発生と稚貝の定着を併せてモニタリングする
ことが必要です。この冬、矢作川から取水している利水
施設を見学しました。落水中だったので導水路内の壁
面の状況を観察できました。目につくようなサイズのカ
ワヒバリガイはほとんど確認できませんでしたが、壁面
と底面のコンクリートの境目には昨年の夏生まれであろ
う殻の長さ5㎜ほどの小さいサイズが数多く付着してい
ました（図2）。この利水施設の状況から矢作川の川底
の石にも多くのカワヒバリガイが付着していると推測さ
れます。今年の夏には、矢作川の川底の石に1㎝程度に
成長したカワヒバリガイが目立つかもしれません。
　Rio150 号で紹介したカワヒバリガイの稚貝を捉える
付着ロープを使ったモニタリングも2010年以降、継続
して実施していますが、幼生の出現と関連したデータは
取れていません。使用している付着ロープに稚貝がほと
んどトラップされません。この問題点は今後の課題とし
て取り組み、矢作川に適したより効果的なモニタリング
手法を見いだして行きたいと考えています。

（内田朝子、研究員）

特定外来生物カワヒバリガイの最新情報
　

○モニタリングの結果、カワヒバリガイの幼生は 2012 年の夏に多く発生したことがわかりました。
○モニタリングデータの蓄積によって幼生の発生および稚貝の付着量と出水との関係を明らかにしていきます。

日
最
高
水
位
（
m
）

幼
生
出
現
量
（
個
体
数
／
㎥
）

～～ ～～

幼生（古鼡）水位（m） 幼生（池島）

2010 2011 2012
月/日
年

図1　幼生の発生量と矢作川の水位（高橋の日最大水位：国土交通省）の変動 図 2　利水施設内の稚貝付着状況
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　Rio161 号で調整池の水質浄化の試みについてお伝
えしたように、豊田市内に点在する調整池では水質の
悪化や水草の大繁茂などの問題が発生しています。調
整池が抱える集水域の土地利用は様々で、その違いが
調整池の水質に大きく影響します。従って調整池の水
質浄化法を検討する上で、集水域の土地利用を考慮す
ることは非常に重要です。そこで今回、水田を主とし
た農用地が集水域の半分を占める調整池で、水質の現
況を把握し，水質浄化の方法を検討しました。
　初音川ビオトープ（豊田市中町）は初音川が逢妻男
川へ合流する直前に、貯水面積 3,140 ㎡の調整池を主
体として、水質浄化を目的に整備されました（図 1）。
初音川は河川延長 1.2 ㎞、集水面積 0.71 ㎢の河川で、
集水域の約半分を占める市街地では下水道がほぼ整備
され、近年水質は改善されつつあります。

　初音川ビオトープの水質は全窒素、全リンともに池
からの流入水に比べ，流出水の濃度は低くなる傾向が
見られましたが、明確な差は見られませんでした（図
2）。また、池の真ん中（池心）の水と流出水は似通っ
た水質でした。一方、池心、北側の池（北池）、南側

の池（南池）の水質を比較すると、池心に比べ、北池
と南池は水質が良い傾向が見られ、全窒素では有意差
が認められました（図 3）。初音川から池に流入した水
は池をほとんど周回せず流出してしまうため、流入水、
池心、流出水の水質はあまり変化しなかったようです。
他方、北池や南池では池内の植生や藻類による水質浄
化の効果などで，水質が改善されたと考えられました。
季節変化を概観すると、全窒素は 5月から 9月まで大
きな変化は見られませんでしたが、10 月から上昇し
始め、11月、12月には夏の 2倍から 3倍の値となり
ました。全リンは 5月から翌年の 3月まで一定の増減
傾向は見られませんでしたが、4月に非常に高い値が
検出されました。代かきの時期と重なったため、初音
川、池、逢妻男川すべての水が白濁し、懸濁態のリン
が増加したようです。白濁した 4月以外の農繁期と農
閑期で比較すると、全窒素、全リンは農繁期に濃度が
低くなる傾向が見られました。農繁期は灌漑用水の流
入により、水質が改善されると思われました。
　水田を主とした農用地が集水域の約半分を占める初
音川ビオトープでは特に、代かきの時期の白濁水が課
題となりました。白濁を抑えるためには休耕田などへ
水を迂回させて懸濁物を沈殿させる、池内を流入水が
循環するように改変して水の滞留時間を増やし、かつ
ヨシなどの植物を繁茂
させて、そのフィルター
効果を利用するなどの
浄化方法が望ましいで
す。
（白金　晶子、研究員）

水田を抱える調整池の水質と浄化法の検討
　

◯調整池として造成された初音川ビオトープの水質は代
しろ

かきの時期に白濁して水質が悪くなりましたが、代か
き時期以外の農繁期は農閑期に比べ、全窒素、全リン濃度が低くなる傾向が見られました。 
◯白濁を抑えるため、休耕田などへ水を迂回させて懸濁物を沈殿させる、池内にヨシなどの植物を繁茂させて
そのフィルター効果を利用することが望ましいです。

全窒素(mg/l) 全リン(mg/l)

2011 2012

6

4

2

0
4/1 4/1

流入水
流出水
池心

2/112/110/18/16/1
2011 2012
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0.3

0.0
4/1 4/12/112/110/18/16/1

全窒素 (mg/l)
2.0

1.5

0.5

1.0

0.0
南池北池池心

全リン (mg/l)
0.6

0.4

0.2

0.0
南池北池池心

逢妻男川N

北池

池心

南池

図 2　流入水，流出水，池心の全窒素・全リン濃度の季節変化。 図 3　池心、北池、南池の水質。

図 1　初音川ビオトープの様子。

ImageⒸ2013 GeoEye
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　本年度の研究活動報告として、枝下用水 120 年史
編集委員会の編集過程で作成した 2つの成果品を紹介
します。１つは矢作川資料研究第 3集『枝下用水 120
年史資料集』その 2です。『枝下用水 120年史資料集』
その 1（2011 年 3月発行）の続編となるこの資料集は、
大正 15（1926）年の枝下用水普通水利組合と明治用
水普通水利組合との合併から現在までの動きを収めま
した。
　資料からは、何よりも軍事が優先されたと思われ
る戦争という非常時も、農業は生活の根本にあり、戦
前・戦中・戦後と変わることなく食糧増産を目指して
いることがわかります。戦後改革を経て豊田市制が成
立、豊田市は高度経済成長期をトヨタ自動車の拡大と
ともに歩みます。工場誘致は進み、労働力確保のため
に農家は兼業化し、その後農業は合理化の道を進みま
す。枝下用水土地改良区が明治用水土地改良区から分
離し設立されたのも、そうした流れの中でのことでし
た。開発が進む中、災害や公害問題にぶつかり、現在、
社会の環境シフトの中で土地改良区は対応しています。
　前資料集同様、今回も資料集には 3本のコラムを設
け、歴史史料だけではなく枝下用水に生きる人々の暮
らしぶりを描き出すことを目指しました。1つは「四七
災害」（昭和 47年 7月豪雨）について、もう 1つは「語
られた枝下用水」と題した豊田市内の小学校社会科副
教材の概観です。そして報告者が本年度最も時間をか
けたのが、枝下用水受益地で昭和 37年に書かれた「あ
る農家の日記」の解読です。資料集では、Ｔ氏の日記
から用水と直接関係の深い稲作に関する農作業を拾い
出し、比較としてＴ氏の父の昭和 11年の日記と、平
成 23年の農事組合法人の作業日誌からも稲作に関す
る農作業を抜き出してみました。
　もう 1つの成果品となる『矢作川研究』No.17（研
究所年報）に掲載した論文では、この資料を活かし、
1年の農家の多様な農作業を捉えようと、米だけでな
く麦・養蚕・家畜など農作業を分類するところから始
めました。日記を読み進めていくと、そうした農作業
の傍ら、度々賃労働に出かけていることがわかってき
ました。数えれば、1年のうちの 119 日間を外の仕事

に出かけていたのです。
　昭和 37 年、Ｔ氏は農家経営＝農業経営というこれ
までの規範に葛藤します。これは個人の問題ではなく、
高度経済成長の中に農業経営が兼業化という対応に
よって組み込まれていく姿でもありました。それでも
離農しなくてよかったのは、豊田市が通勤兼業が可能
な環境だったからです。拙論ではイエ事とクニ事、そ
の中間項としてのムラ事という枠組みを設定し、日記
を通してこの時期・この地域の農家経営の姿を追いま
した。
　また集めた資料を編集委員会で検討・議論し、『矢
作川研究』No.17 で「枝下用水誌特集」を組みました。
「矢作川環境誌としての枝下用水史」（古川彰）を筆頭
に、上記の拙論とともに、西澤真蔵だけではない「枝
下用水をめぐる人々－ 開削者を中心に －」（熊澤美弓）、
農業者だけでなく学校教育に登場する「郷土教材とし
ての枝下用水」（川田牧人）、泳いだ・洗った「枝下用
水の暮らし」（野原由佳）、受益地で追い続けた「田ん
ぼの四季」（永島由加里）を収めました。
　いよいよ枝下用水史は本編に入ります．枝下用水史
編集委員会で一層議論を深め、矢作川環境誌としての
枝下用水史を描いていきたいと思います。

（逵　志保、研究員）

「枝下用水を生きる」
農家の日記を通して見えてきた高度経済成長期の

豊田市の特徴的な農家経営　

○昭和 37 年の農家の日記を通して、高度経済成長が生み出す生活者意識と、農工間の所得格差を埋める兼業化、
通勤兼業が可能な枝下用水受益地で、農家経営＝農業経営というこれまでの規範に葛藤する姿を捉えました。

矢作川資料研究  第 3 集『枝下用水 120 年史資料集』その 2
（枝下用水 120 年史編集委員会編、2013 年、豊田土地改良区）

7



ご報告ご報告

1

本号では各研究員から研究成果の一端を紹介しました。身近な矢作川と流域の生き物は、過去
から現在へと様相を変えてきたことが、カワヒバリガイやアメリカナマズ等の外来生物の繁殖や、

ウスバアゲハの分布状況、小学校の森調べからわかりました。しかし一つひとつの生き物は、増水に伴って多くなるアユ
仔魚流下数に見られるように、さまざまな発育段階で周りの自然環境に適応しながら生命を全うし次世代に託しています。
外来種は元々人間が持ち込んだもので、その生きもの自体に責任は全くありません。水質の変化や農業用水など水の活
用なども含め、良しにつけ悪しきにつけ、自然環境全てにわたって人間の営みが大きく影響を及ぼしています。周囲の環
境に適応して脈々と生き続いてきた生き物達が形作る、よりよき自然環境を未来に継承するために、皆様と共に一歩ずつ
歩んでいきたいと思います。（間野）

再生紙を使用しています

後記

▶第18回豊田市矢作川研究所シンポジウムを開催しました
　今年度の研究所シンポジウムは2月2日（土）に豊田産業文化センターで「いのちの水をどう分ける？ ─ 矢作川の
利用、いままでとこれから ─」というテーマで開催され、170人の方々にご参加頂きました。法政大学の伊藤達也氏
による講演「矢作川の水利用 ― 過去・現在・未来 ―」では、日本では降水の1/3は蒸発し、川に流入した水もそ
の2/3は洪水としてすぐ海に流出してしまい、残る1/3（降水の約 20％）のみが基底流出として利用可能な水であ
ること、今後は渇水時にダムを新設してまかなおうという発想ではなく、基底流出を分け合って使う工夫が必要である
ことを述べられました。また、利水量の調整はダムを新しく造るよりずっと難しいが、矢作川は国内でも水利用率が最
大規模の河川でありながら、農業用水団体が渇水時に節水を行うなど、うまく水を分け合ってきたことを紹介されました。
　後半のパネルディスカッションでは古川彰研究顧問（関西学院大学）がコーディ
ネーターを務め、伊藤達也氏、新見幾男氏（矢作川漁業協同組合顧問）、村山
志郎氏（豊田加茂環境整備公社）、山本敏哉主任研究員をパネラーに招いて、矢
作川の利水とダム、山の問題を取り上げながら、人同士のみならず、人と自然で
水を分け合うための工夫について議論が行われました。共に研究所の元幹事であ
る新見、村山両氏による研究所の今後の方向性についての熱心なやりとりもあり、
会場を沸かせました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（洲崎）

　本誌170号で掲載した「矢作川中流域で激減しているハラビロカマキリ」で紹介されていた外来種
と考えられるカマキリは、『タイリクハラビロカマキリ Hierodula  membranacea』と同定して頂きました。
同定者の大阪市の市川顕彦氏と連絡の労を執られた環境科学ＮＴ株式会社の矢田直樹氏にお礼申し上げ
ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（間野）

　研究所では4 年間お世話になりました。素敵な方々　研究所では4 年間お世話になりました。素敵な方々
との出会い、自然や生き物との出会い、母なる川矢作との出会い、自然や生き物との出会い、母なる川矢作
川との出会い、流域文化との出会い、地域住民との沢川との出会い、流域文化との出会い、地域住民との沢
山の出会い、本当にありがとうございました。見ること山の出会い、本当にありがとうございました。見ること
聞くことが新鮮であり、そうした出会いが私の貴重な聞くことが新鮮であり、そうした出会いが私の貴重な
財産となって心に残っていま財産となって心に残っていま
す。研究所を支えていたす。研究所を支えていた
だいています皆さま方だいています皆さま方
の、ますますのご健勝の、ますますのご健勝
とご活躍をお祈りしてとご活躍をお祈りして
います。います。
（柴田　一美、所長）（柴田　一美、所長）

　楽しい5年間をありがとうございました。いま素直にそう　楽しい5年間をありがとうございました。いま素直にそう
思っています。思っています。
　矢作川研究所に着任し、初めてとったメモが「内水面」。　矢作川研究所に着任し、初めてとったメモが「内水面」。
未知の分野の話に、全く付いていけないスタート。チームを未知の分野の話に、全く付いていけないスタート。チームを
組んで研究することの面白さを教えていただきました。組んで研究することの面白さを教えていただきました。
　5年間、私は枝下用水史の調査研究を柱に進めてきました。　5年間、私は枝下用水史の調査研究を柱に進めてきました。
成果を振り返れば、枝下用水史編集委員会として2冊の資料成果を振り返れば、枝下用水史編集委員会として2冊の資料
集を発行し、本研究所年報 No.17に枝下用水誌特集を組み、集を発行し、本研究所年報 No.17に枝下用水誌特集を組み、
個人では2本の論文を執筆しました。わずかですが、研究所個人では2本の論文を執筆しました。わずかですが、研究所
員として取り組んだ時間を形に残すことができ、安堵しています。員として取り組んだ時間を形に残すことができ、安堵しています。
　研究所は去りますが、『枝下用水130 年史』完成に向けて、　研究所は去りますが、『枝下用水130 年史』完成に向けて、
枝下用水史編集委員として今後も取り組んでまいります。お枝下用水史編集委員として今後も取り組んでまいります。お
世話になったみなさま、本当にありがとうございました。世話になったみなさま、本当にありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（逵　志保、研究員）（逵　志保、研究員）

講演を行う伊藤達也氏

ありがとうございましたありがとうございましたお世話になりましたお世話になりました

8



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


